
 

市場調査レポート 

サステナブルマテリアルの現状と将来展望 2022 
～ バイオマス/生分解性プラスチック、CNF 等サーキュラーエコノミーに貢献する材料・技術の最新動向 ～ 

 

本調査レポートは、地球温暖化・気象変動、海洋プラスチックごみ問題等を含む環境汚染など、

世界的な課題の解決、及びサーキュラーエコノミー社会の実現に貢献するサステナブルな材料・

技術の市場の現状・動向などを取り纏めることで、今後の市場の方向性を展望しています。 

・サステナブルマテリアルの捉え方と概要 

・サステナブルマテリアルが求められる社会的背景・情勢 

・国内外の主な関連政策・法規制の把握・概要 

・サステナブルマテリアル市場の現状と今後の方向性を展望 

・対象材料種別ごとの市場概況・用途動向・主要地域別の需要動向の把握 
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